
中学部 

社会生活に生きる力を育む指導の充実 

～ＩＣＴを活用した授業づくり～ 

 

 

 

 

 

 

～学部での検討・共有内容～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           今年度は、「社会生活に生きる力を育む指導の充実」３年計画のうち、１

年次である。中学部では、まず初めに、日々の指導の中で特に深めていきたいテーマについてア

ンケートを行い、中学部としての今年度のサブテーマを決定した。 

①アンケートで中学部の教員のニーズを把握。→「ICT を活用した授業づくり」に決定。 

②ICT を活かした授業とは何か。各教科でどのような実践をすることができるかを検討。 

③研究授業に向けての授業検討・改善。 

④各教科に関する実践報告。ICT研修（実際に使用可能なアプリの紹介など）。 

授業研究の進め方 

        ICT をどのように使用すると、効果的に授業に取り入れることができるのか。 

 

●教科を絞って検討。今回は国語数学。 

●グループ協議。 

●学部研究の時間内での共有に加えて、職員室入口への掲示。 

 

検討１ 

        （国語・数学）において、より効果的な活用を行うためにはどのように授業を改善し

たら良いか。昨年度までの研究テーマである、「主体的・対話的・深い学び」の視点

も踏まえて検討。 

●研究授業指導案の検討・改善。 

●授業者による、該当グループの「授業内容移り変わり・生徒の変容・授業者の思い」の共有。 

●授業研究の参観・協議。 

検討２ 
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         研究テーマ「社会生活に生きる力を育む指導の充実」の１年次では、中学

部は ICT の活用について主眼を置き、学部で検討を重ねた。授業内での ICT の活用方法や、

課題改善、授業実施後の研究協議を行い、生徒の充実した学習活動に結び付く形を検討した。

検討の結果は、主に以下の通りである。 

※今年度研究授業の内容詳細は、次ページより。 

授業における ICT の活用方法の概要 ～数学 題材名「お金の勉強をしよう」～ 

・２教室に分かれる。商品を置いた教室（教室 A）と待機教室（教室 B）。 

・教室 A の買い物の様子と商品の値段を、Ｍｅｅｔを使用して教室 B の生徒に共有。 

・教室 A の生徒は買い物学習、教室 B の生徒は商品の値段を確認して硬貨を出す学習。 

～ICT を活用するメリット～ 

◎最も多く挙がったメリット 

・生徒が動画を見慣れている。 

・目新しい活動である。 

・モニターを使用すると生徒に見えやすい。 

・生徒が ICT を好きである。 

 

～ICT を活用する上での課題点～ 

・画面に注目できる工夫があると良い。 

・重複の生徒への ICT の活かし方。 

・生徒が画面に注目することができる工夫が必要。 

考察 

集中力の向上！ 

         iPad が１人１台導入されたタイミングで、この研究テーマを設定することがで

き、より実践的な内容で協議を進めることができた。中学部の教員間で、意識的に ICT を授業に取

り入れようという共通理解が生まれた。今年度の研究により、ICT の活用によって、生徒の「活動

内容に興味を向ける力」「集中力」「活動に対する期待感」等が向上することが成果として挙げられ

た。今後もすべてが ICT ありきではないが、効果的に ICT を取り入れ、授業を組み立てていくこと

ができると良い。 

まとめ 

         ３年次計画で「社会生活に生きる力を育む指導の充実」について研究を進めて

いく中で、今年度は「ICT の活用」に関する内容であったが、今後は社会生活に生きる力とはどん

な授業で培うことができるのかを改めて見直し、サブテーマを随時検討しながら、研究を進めてい

く必要がある。今回の研究では、まとめに記した力を育むことにつながったが、中学部段階で、得

るべき力は何かを来年度以降更に深め、研究を進めていくことができると良い。 

今後の課題 

プロジェクターの使用で集中力 UP！！ 


